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ドル・円（１） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪７月の米ＣＰＩが鈍

化したことに続いて、ミシガン大消費者

信頼感指数が弱い内容となったことでド

ル売りが加速。８月は陰線確率の低い時

間帯。 

ボスティック米アトランタ連銀総裁は、９日に米雇用統計のような雇用の強い

状況が１ー２か月続けば、テーパリングを開始できるとの見解を示し、資産購入

ペース縮小が比較的速く進むことには賛成すると発言している。ローゼングレン

米ボストン地区連銀総裁も９日に今年の秋にテーパリングを開始する意向を９

月に発表するべきと発言。１２日にデイリー米サンフランシスコ連銀総裁は、早

ければ年内にもテーパリングを始められると述べている。 

パウエル議長はこれまでテーパリング開始に慎重な姿勢を示してきたものの、

ＦＯＭＣメンバーからはテーパリングに前向きな発言が相次いでいる中、ジャク

ソンホールでの発言内容を見極めたいとする動きが継続しそう≫としたが、先週

は、８月の米ミシガン大学消費者信頼感指数速報値が７０．２となり、事前予想

の８１．２や前回の８１．２を大きく下回り、ほぼ１０年ぶりの低水準となるこ

とを嫌気した前週の流れを引き継いで始まった。 

ただ、新型コロナウイルスのデルタ株の感染拡大に加えて、中国での規制強化

や、中国の７月の小売売上高や鉱工業生産が事前予想や前回値を下回ったことや、

アフガニスタン情勢の緊迫化などから、１６日安値を起点にリスク回避のドル買

いの動きとなった。 

ドル指数は年初来高値水準を更新した。世界の景気動向に敏感に反応する新興

国通貨や資源国通貨グループに売り圧力が強まった。１８日にはドル円は一時１

１０円台に乗せたものの、ＦＯＭＣ議事要旨（７月２７日～２８日分）で、一部

メンバーからは量的緩和の縮小（テーパリング）の年内開始を主張する一方で、

一部には慎重な意見もあった事で、事前に早期テーパリング開始への期待感から

ドル買いが進んでいたこともあり、発表後はドル売りに押される展開となった。 

８月２６～２８日にワイオミング州ジャクソンホールで開催される経済シン

ポジウムでのパウエル議長の講演待ちの様相から下値も限定的。 
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ドル・円（２） 

【週末のＮＹ市場】 

週末のドル円は、米長期金利が小幅

に上昇し、日米金利差の拡大を見込ん

だ円売りが出た。ＮＹダウが反発した

のも一因。ただ、足元でドル買いが進

んでいたこともあり、週末とあって利

益確定のドル売り・円買いも入り、方向感は乏しかった。ジャクソンホール会議

でのパウエルＦＲＢ議長講演を前に、テーパリング（量的緩和の縮小）の方針を

見極めたい市場参加者も多かった。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/17現在）は、６３,２０８枚の売り越し。前週（６０,

６５７枚の売り越し）から縮小。 

 

【今週見通し・戦略】 

デルタ株の感染が拡大に加えて中国経済の減速の兆候やアフガニスタン問題

なども重なり、リスク回避的な雰囲気が漂い始めている中、ＦＯＭＣ議事録でも、

ＦＯＭＣメンバーの間で意見が分かれている。タカ派メンバーからは９月２１、

２２日のＦＯＭＣで縮小開始をアナウンスし、来年の第１四半期までには量的緩

和（ＱＥ）拡大は終了という主張が出ている。一方、ハト派からは来年に資産購

入ペース縮小を開始し、ゆっくりと資産縮小して行くという案が出ている。 

２６ー２８日にワイオミング州ジャクソンホールで開かれるＦＲＢの年次シ

ンポジウムが最重要イベント。パウエルＦＲＢ議長が、どういったシナリオの可

能性を示唆するのか注目。パウエル議長の講演は東部時間２７日午前１０時（日

本時間の２７日の午後１１時）に行われる予定。 

感染拡大の影響が雇用回復にどの程度、影響するのか、一方でインフレ上昇が

想定通りに鎮静化して行くのかを見極めようと、議長講演で大きく反応せず、８

月の雇用統計（9/3）を待つ動きとなるかもしれない。 

秋口は季節的要因から原油も穀物市場も下向き圧力が掛かりやすく、この落ち

着いた時間帯で出口戦略を一歩、進めたい意向がＦＲＢにはあるだろうが、株式

市場が大きく崩れた場合、テーパリング開始は困難と思われる。年末にかけては

再び、原油が暖房需要・中東の地政学リスクで、穀物市場は低在庫で再上昇が予

想され、インフレ懸念の高まりでＦＲＢのかじ取りは、難しくなるだろう。 
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金標準先物（8/20 清算値：６,２９８円）（１） 

【前週レビュー】 

先週レポートで≪７月の米消費者物

価指数（ＣＰＩ）は前月比０．５％上

昇と前月の０．９％上昇から鈍化し、

インフレはピークを迎えたとの見方が

強まったが、米生産者物価指数（ＰＰ

Ｉ）は前月比１．０％上昇と事前予想

の０．６％を上回っており、ジャクソ

ンホールシンポジウムでのパウエル議

長講演に向け、三角もち合いで日柄を稼ぐ展開。日柄が経てば、現在高値圏にあ

る２０日間・５０日間高値も切り下がり、トレンドフォロー型指標も陽転しやす

くなる。 

～中略）。米連邦政府の債務に対する法定上限の適用停止が７月末で期限を迎

え、８月から復活。米政府は、一部の投資や証券発行を停止するなどの緊急措置

を用いることで、１０月まで資金をやりくりできる見通しだが、米議会予算局（Ｃ

ＢＯ）は７月２１日、議会が対策を講じなければ１０月にも資金が枯渇し、債務

不履行（デフォルト）につながると警告している。 

米国土安全保障省は１３日、テロ警戒情報を更新し、新型コロナウイルスの感

染拡大に伴う社会不安に乗じ、過激派が国内で行動を活発化させる恐れがあると

警鐘を鳴らした。また、２００１年９月の米同時テロから２０年を迎えるのを前

に、国際テロ組織の動向にも警戒を呼び掛けた。買い方針継続≫としたが、先週

のＮＹ金（１２月限）は、雇用統計ショックを受けた短期的な売られ過ぎ感から

買い戻されて堅調となったが、米連邦準備理事会（ＦＲＢ）の量的緩和の縮小（テ

ーパリング）見通しによるドル高を受けて上げ一服となった。 

８月の米ミシガン大消費者信頼感指数速報値は７０．２と約１０年ぶりの低水

準。７月確報値である８１．２から大幅に低下し、事前予想の８１．２も下回っ

た。新型コロナウイルスのデルタ株の感染拡大で消費者心理が悪化した。７月の

米小売売上高は前月比１．１％減と事前予想の０．３％減を下回った。供給不足

により自動車やその他のモノの売り上げが落ち込んだ。 

７月の中国の小売売上高や鉱工業生産が鈍化したことや、アフガン情勢に対す

る懸念もリスク回避の動きを促す要因となった。 
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金標準先物（8/20 清算値：６,２９８円）（２） 

【週末のＮＹ市場】 

週末のＮＹ金（１２月限）は、小反

発した。外国為替市場で対ユーロなど

でのドル買いが一服した事や、世界的

に新型コロナウイルスのデルタ株が

流行していることで、安全資産である

金が買われた。ワクチン接種で先頭集

団にあったイスラエルや米国では感

染拡大が止まらず、入院者数や死者数も増加している。米アップルは１０月に予

定していたオフィス勤務再開を来年１月以降に延期する。ただ、ジャクソンホー

ル年次シンポジウムを控え、様子見ムードが強く、上値も限定的。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/17現在）は、１９１,５４２枚の買い越し。前週（１６

８,４０６枚の買い越し）から拡大。 

 

【今週見通し・戦略】 

ＦＯＭＣ議事要旨で、大半の参加者が緩和縮小は「年内開始が適切」とみてい

ることが明らかになり、数人は「比較的早期に」縮小準備を整えるよう主張した

ことで、量的緩和策の縮小を巡り、早ければ９月の次回政策会合で開始時期を判

断するシナリオも意識されているが、ジャクソンホールでのＦＲＢ議長講演で動

きが出なければ、８月の雇用統計（9/3）まで様子見ムードが続く可能性も。 

前月並みの改善が続けば、テーパリング思惑が高まりそうだが、ＦＲＢ議長は

サービス業の雇用は「完全回復には程遠い」と慎重な姿勢を示しており、季節的

な下げ要因に加え、シェール増産観測・世界的なデルタ株の感染再拡大に伴う需

要減少などからＮＹ株式市場も下落リスクが高まるだろう。 

秋口は季節的要因から原油も穀物市場も下向き圧力の掛かりやすく、この落ち

着いた時間帯で出口戦略を一歩、進めたい意向がＦＲＢにはあるだろうが、株式

市場が大きく崩れた場合、テーパリング開始は困難と思われ、結局は、変異株が

景気と雇用回復に及ぼす影響などを見極めるとして、先送りの可能性も残る。 

年末にかけては再び、原油、穀物市場ともに再上昇が予想され、インフレ懸念

の高まりでＦＲＢのかじ取りは、難しくなる。不確定要因が高まれば高まる程、

「安全資産」としての金に注目が集まる。押し目買い方針継続。 
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白金先物（8/20 清算値：３,４８７円） 

【前週レビュー】 

先週レポートで≪既にＥＵで「２０

３５年までにエンジン車新車販売禁

止」の方針を打ち出す中、米国でも２

０３０年には５０％をゼロエミッショ

ン車とする目標が明確（8/5大統領令）

になったことが、中長期的な白金の需

給悪化要因。中国は新型コロナウイル

スのデルタ株の感染拡大を受けてロックダウン（都市封鎖）を再導入。 

１０００ドル以下では割安感で買われたものの、１２００ドル台超では売り圧

力が強いことが示された。金は日柄調整に入っており、米株価は史上最高値更新

も、白金系貴金属の反応は鈍い≫としたが、先週のＮＹ白金（１０月限）は、量

的緩和の縮小見通しや、新型コロナウイルスのデルタ株の感染拡大などを受けて

戻りを売られた。 

 

週末のＮＹ白金（１０月限）は、反発。新型コロナウイルスのデルタ株の流行

拡大で景気回復見通しが不透明となっており、工業用需要の回復期待が後退し、

９日安値を維持した事で買い戻しが優勢となった。ただ、積極的な買いは限定的。

ワクチン接種で先頭集団にあったイスラエルや米国では感染拡大が止まらず、入

院者数や死者数も増加している。景気見通しが不透明となっているにも関わらず、

ＦＲＢが資産購入ペースの減速に向かっていることも上値抑制要因。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/17現在）は、８,３５８枚の買い越し。前週（５,８１

９枚の買い越し）から拡大。 

 

【今週見通し・戦略】 

欧米でワクチン接種が進み、集団免疫を獲得し、感染拡大が収束するとの見方

が出ていたが、デルタ株の感染拡大が続き、追加接種（ブースター接種）の動き

となっている。トヨタは半導体不足に加え、東南アジアでの感染拡大で部品調達

に支障が出ていることから、９月の世界生産を４割減らすとした。 

ＮＹは１０００ドル以下では買い拾われるが、ネックライン（１０２９．２ド

ル）を明確に超えてこないと底打ち感は出てこない。同水準の攻防が焦点。 
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ゴムＲＳＳ３（8/20 清算値：２１５．５円） 

【先週レビュー】  

先週レポートで≪中国当局が商品

価格抑制に動く中、上海の上値は重く、

東京市場も戻りは限定的となってい

る。２月高値を起点とした下降チャネ

ルが継続している。２月高値～７月安

値までの下げ幅に対する３８．２％戻

しは２３９円。三尊天井のネックライ

ンに当たる２３５円水準では、戻り売

り圧力も高まりそう。当先の順鞘継続

で、中長期的な鞘滑り懸念も継続して

いる≫としたが、先週のＲＳＳ３号は、

７月１５日安値を起点とした上昇ト

レンドが継続、２３０．２円（8/19高

値）まで続伸したものの、週末にかけ

て急落。中国の規制強化や新型コロナウイルスの変異株であるデルタ株の感染拡

大が懸念される中、トヨタ自動車は１９日、９月の世界生産を４割減らすと発表。

天然ゴムにとって自動車市場向けは最大の需要先で、弱材料視された。 

中国では、市場監督管理局が、白酒企業の幹部を招き、秩序管理に関する話し

合いの場を持つと報道され、中国株は大きく水準を引き下げている。このところ、

中国当局の市場規制、および監視が強まっており、商品市場の重石になっている。 

 

【今週見通し・戦略】 

タイ保健当局は２０日、新型コロナウイルスの累計感染者が１００万９７１０

人になったと発表。変異株が広がっており、感染者は４カ月で２２倍以上に増え

た。ワクチン接種は進んでおらず、２回終えた人は人口の８％程度。 

供給障害懸念で買われたものの、２月高値を起点とした下降チャネル上限で上

値が抑えられた。季節的には戻り売り圧力の強い時間帯で、鞘滑り懸念もある中、

半導体不足などからトヨタ自動車の世界生産を４割減らす（９月）との発表など

需要減少が材料視されている。心理的節目２００円を維持できるか否かが焦点。 
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一般大豆先物（8/20 清算値：64,000 円） 
【先週レビュー】  

先週レポートで≪１３００㌣～１４００

㌣レンジで放れ待ち≫としたが、先週のシカ

ゴ大豆（１１月限）は、乾燥天候で、８月１

５日時点の表土の土壌水分のうち「不足」～

「やや不足」の比率が９１％となったサウス

ダコタ州、９１％のノースダコタ州、８４％

のミネソタ州など、中西部北部～プレーンズ

北部にかけ、まとまった降雨が発生する見通しが嫌気された。 

 

週末のシカゴ大豆（１１月限）は、大幅続落。米産地での降雨や、米環境保護

庁（ＥＰＡ）による２０２１年度のバイオ燃料混合義務水準の引き下げ観測が弱

材料視された。また、世界的にデルタ株による感染の再拡大が続いていることや

原油安も売りを呼ぶ要因となった。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/17現在）は、１１６,４０４枚の買い越し。前週（１２

２,３９６枚の買い越し）から縮小。 

 

【週間純輸出制約高（８月１２日までの一週間）】 

大豆：２２０万９８００トン（事前予想レンジ：４５万～９０万トン） 

 

【週間作物進度報告（８月１５日までの週）】 

開花：９４％（前週９１％、前年９５％、平年９４％） 

着さや：８１％（前週７２％、前年８３％、平年７９％） 

「良」以上：５９％（前週６０％ 前年７２％） 

「劣」以下：１５％（前週１３％ 前年 ７％） 

 

【今週の見通し・戦略】 

レンジ下放れで下値を試す流れだが、土壌水分回復を受けた作柄改善期待が高

まっているが、概ね開花期を終えており、降雨による作柄改善は限定的。また、

価格下落で、デイリーでの大口成約の発表が続き、総計は約２７２万トンに達し

ている。プロファーマ―・クロップツアー調査は、現段階で強弱まちまち。今後

に発表される干ばつに見舞われたミネソタ州の調査結果が注目。 
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とうもろこし先物（8/20 清算値：３４,１８０円） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪米農業調査会社プ

ロファーマークロップツアーが注目≫

としたが、先週のシカゴは、米農務省

需給統計が強気との評価されたの続き、

１５日時点での作柄報告で「良」以上

が６２％となり、作柄の悪化が示され、

５９４．２５㌣（8/12高値）を付けた

が、その後は産地の降雨予想や、プロファーマーの産地視察でイリノイ、アイオ

ワ州など米国産コーンの主要生産州のイールド（単収）が２０１８～２０年平均

を上回っていることが弱材料視され反落となっている。 

   

週末のシカゴコーン（１２月限）は、大幅続落。米中西部北部での降雨が弱材

料視されたほか、米国環境保護庁（ＥＰＡ）が２０２１年度におけるバイオ燃料

の混合義務の水準を引き下げこれによりエタノール生産用としてのコーン需要

が減少するのではないかとの観測が広がったことが弱材料となった。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/17現在）は、３４５,８４６枚の買い越し。前週（３２

１,５５９枚の買い越し）から拡大。 

 

【週間純輸出制約高（８月１２日までの一週間）】 

コーン：７２万６５００トン（事前予想レンジ：２５万～１００万トン） 

 

【週間作物進度報告（８月１５日までの週）】 

デント率：２２％（前週 ８％   前年２１％ 平年２２％） 

「良」以上：６２％（前週 ６４％ 前年６９％） 

「劣」以下：１３％（前週 １１％ 前年１０％） 

 

【今週の見通し・戦略】 

支持線の５５０㌣を早々に回復できなければ、心理的節目５００㌣が試される

流れへ。５月以降、同水準が下値支持として機能しており。維持されれば徐々に

底固めへ移行する。 
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東京原油（１） 

【先週レビュー】 

先週レポートで≪２００１年の米

中枢同時テロ後に米軍などの攻撃を

受けてタリバン政権が崩壊して約２

０年。駐留米軍撤退完了が今月末に迫

る中、タリバン幹部は「３、４週間で

首都を占領する」と述べている。 

８月４日付「時事通信社ゴールドレポート」に、９．１１米軍のアフガン完全

撤退に伴う中東の地政学リスクについてまとめた通り、季節的な下げ圧力から秋

口に原油価格が下げても、中東の地政学リスクの高まりが、原油市場の下値を支

える可能性。米イランの核合意復帰の可能性も大きく後退している≫としたが、

先週のＮＹ原油（９月限）は、続落した。 

新型コロナウイルスのデルタ株が世界的に流行し、需要回復見通しに不透明感

が漂う中、７月の中国の小売売上高や鉱工業生産指数の伸びが弱く、中国経済の

失速懸念が高まった。 

７月の米小売売上高は前月比 1.1%減と市場予想（0.3%減）以上に減少。自動

車を除くベースでは 0.4%減と市場予想（0.2%増）に反して減少。新型コロナウ

イルスのインド型（デルタ型）の感染拡大で先行きの消費の下振れも警戒されて

いる。日本では緊急事態宣言が延長されたほか、タイ、マレーシア、フィリピン

では流行悪化が止まらず、アジアの景気見通しは依然として不透明。 

米エネルギー情報局（EIA）週間米石油在庫統計で原油在庫が市場予想以上に

減った事で、自律反発を期待した買いも入ったが、新型コロナウイルスのインド

型（デルタ型）の感染拡大が止まらず、世界景気の減速で原油需要が伸び悩むと

の見方が重荷となった。 

景気見通しが曇っているなかで、ＦＯＭＣ議事要旨で、年内のテーパリング（量

的緩和の縮小）が示唆された。冬場の流行拡大を警戒することなく、年末にも資

産購入額の縮小が始まるとの観測もあって、金融引き締めによって商品市場への

資金流入が細るとの見方も相場の重荷になった。 

米国の主要７地域のシェールオイル生産量が回復し、９月は日量８０８万５２

５０バレルと昨年４月以来の高水準に達する見通しであることも下げの一因。 
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東京原油（２） 

【週末のＮＹ市場】 

ＮＹ原油（９月限）は、７日続落し

た。アジアを中心としたコロナのデル

タ型の感染急拡大で、中国などが行動

規制を強めるとの観測が浮上。２０日

はオーストラリア政府やニュージー

ランド政府が外出制限の延長を決め、

日本政府も緊急事態宣言の対象地域を広げた。アジアなどで経済活動が停滞し、

原油需要が伸び悩むとみた売りが続いた。 

米国でもデルタ型拡大で経済正常化が遅れ、エネルギー需給が緩む可能性が意

識される。アップルが従業員の出社再開を来年 1月まで見送る方針を示したと２

０日に伝わった。在宅勤務の長期化に加え、9月に夏季休暇シーズンが終わるこ

とがガソリン需要減につながるとみられている。ワクチン接種で先頭集団にあっ

たイスラエルや米国では感染拡大が止まらず、入院者数や死者数も増加している。 

 

米ベーカー・ヒューズが 20日午後に発表した米国の原油生産向け掘削設備（リ

グ）の稼働数が３週続けて増え、増加幅も比較的大きかったことも嫌気された。 

 

景気見通しが不透明となっているなかでも、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

が資産購入ペースの減速に前向きであると見られていることも重し。カプラン米

ダラス連銀総裁は「デルタ株の感染拡大が継続すれば資産購入の見解を変える必

要がある」と述べた一方で、「早期に資産購入を打ち切るのは良いこと」である

との認識を示した。 

ＣＦＴＣ建玉明細（8/17現在）は、４０４,３２３枚の買い越し。前週（４０

０,４１３枚の買い越し）から拡大。 

 

【石油掘削リグ稼働数（米石油サービス会社ベーカー・ヒューズ）】 

米石油サービス会社ベーカー・ヒューズが２０日公表した統計によると、同日

までの１週間の国内石油の掘削リグ稼働数は前週比８基増の４０５基と、２０２

０年４月以来の高水準。天然ガス掘削リグ稼働数は前週比５基減の９７基。 
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東京原油（３） 

【ＥＩＡ米週間在庫（エネルギー情報局）】 

                           前週比 

原油    ４億３５５４万バレル     ３２３万３０００バレル減少 

クッシング   ３３６０万バレル      ９８万バレル減少 

ガソリン  ２億２８１７万バレル      ６９万６０００バレル増加 

留出油   １億３７８１万バレル     ２６９万７０００バレル減少 

 

 

【石油連盟週報】 

石油製品供給統計週報（８～１４日）によると、ガソリンの週末在庫は、前週

比２．８％減の１８７万７５８８キロリットル。灯油在庫は同０．７％増の２０

１万２１３８キロリットル。週間原油処理量は、同０．８％増の２８７万５７８

９キロリットル。推定出荷量は、ガソリンが同１．９％増の９６万０１３３キロ

リットル、灯油が同２８．７％減の７万１８９２キロリットル。 
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東京原油（４） 

【原油相場見通し】 

アフガニスタンのイスラム主義勢

力タリバンが、首都カブールを制圧し、

全土掌握を宣言した。９．１１米同時

テロ後の米軍進攻によるタリバン政

権崩壊から２０年。米軍の後ろ盾を失

ったアシュラフ・ガニ大統領は国外に退避し、親米民主政権は崩壊した。 

バイデン大統領は１６日、ホワイトハウスでの演説で、アフガン政府の崩壊が

「想定より早かった」と認めつつ、「私は米国の終わりなき戦争に終止符を打つ

決断を後悔していない」と述べ、駐留米軍を完全撤収させる方針が正しかったと

強調した。来年に米中間選挙を控え、米国の内向き姿勢は更に強まっていくと思

われ、中東を始めとした国際秩序の再編が急速に進みそうだ。 

バイデン米政権は、「中国包囲網」の流れを加速させるため、「民主主義国と

権威主義国」の対決構図で欧州取り込みを図っているが、中国は「世界で最も潜

在力のある巨大市場」（習近平国家主席）に依存する西側主要国に、あの手この

手で揺さぶりをかけており、Ｇ７内でも「中国包囲網」に対する温度差は大きい。 

また、これまでイスラエルがシリアを攻撃しても黙認していたロシアも、米露

首脳会談（6/1）以降、イスラエルに対する姿勢を変え始めている。 

アフガンの米軍撤退で、「イランｖｓサウジ」、「イランｖｓイスラエル・米

国」の対立構図も緊張が高まる。米国土安全保障省は、９．１１米同時テロから

２０年を前に、国際テロに警戒を呼び掛けている。 

 

レイバーデーで米国のドライブシーズンは終了し、冬季の暖房需要が始まる前

の需要の端境の時期に向かう事で、季節的には下げ圧力の高まる時期。ハリケー

ン被害等で反発する場面があっても、戻り売りされやすい傾向。 

テクニカル的には、ネックラインと重なる心理的節目６５ドルを割り込んだこ

とで、２００日移動平均線（５９．５ドル）の攻防戦へ。下値目標値は、Ｖ＝５

６．８ドル、Ｅ＝５５．０ドル。９月１日にＯＰＥＣプラス会合が開かれる。価

格下落に対して、ＯＰＥＣ側から何か牽制発言が出てくるか否かに注目。 

株価の大崩れがなければ、５５ドル近辺では一旦は、売り方の買い戻しが入り

そう。 
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【週間行事予定（8/23～8/29】 

（※）発表日時は日本時間 

発表日時は作成段階のものであり、予告なしに変更される場合があります。 
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【騰落率（月間・週間）】 

 

 



【留意事項】 

弊社が取り扱っている金融商品等にご投資いただく際には、各商品等に所定の手数料や諸

経費等をご負担いただく場合があります。また、各商品等には価格の変動等により損失を生

じる恐れがあります。商品や取引によっては、投資元本を超える損失が発生することがあり

ます。各商品等ごとに手数料等及びリスクは異なりますので、各商品等へのご投資にかかる

手数料等及びリスクについては、当該金融商品等の取引概要やリスク説明等、契約締結前交

付書面、目論見書、お客様向け資料等を十分にご確認ください。 

 

＜商号等＞ 日産証券株式会社（〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 1-38-11） 

関東財務局長（金商）第 131 号 金融商品取引業者 商品先物取引業者 

＜加入協会＞ 日本証券業協会、日本商品先物取引協会、一般社団法人金融先物取引業協会 

 

 

 

当資料は情報提供を目的としており、弊社取扱商品に係る売買を勧誘するものではありま

せん。内容は、正確性、完全性に万全を期してはおりますが、これを保証するものではあり

ません。また、当資料により生じた、いかなる損失・損害についても当社は責任を負いませ

ん。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようお願い致します。 


